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暑さもようやく和らぎ、やっと過ごしやすい季節となって参りました。２学期もスタート

して早１月半。成果や課題を検証しながら、さらに前進していきたいと思います。

バザーへのご協力ありがとうございました！ 【１０／５（土）11:00 ～】

小雨がぱらつくあいにくの天候とはなりましたが、今年度も多くの方々が参加して盛大

に PTA バザーが開催されました。子どもからお年寄りの方まで、多世代で楽しめる良い機

会となりました。子ども達も運営面で協力しながら活躍する姿も見られました。本日に至

るまで、多くの方々に物品の提供をいただいたり、役員・学年担当の方々には企画・準備

段階から当日の運営まで、多大なご尽力をいただいたりした上での大盛り上がりに、大変

感謝しております。ありがとうございました。バザーでの益金に関しましては、子ども達

の教育活動充実に有効に活用させていただきたいと思います。

また、後半には玉川中学校の吹奏楽部による演奏も披

露されました。会場に大勢押し寄せた中で、おなじみの

曲を楽しそうに演奏する姿が印象的でした。小学生にと

っては中学生への憧れや吹奏楽への興味を引き出す貴重

な場になりました。部活動の地域移行が叫ばれる中、子

ども達のやりたいこと、挑戦したいことを地域と一緒に

考えていくことが求められています。中学生だけの問題

ではなく、この点も玉川地区の子ども達のために皆さん

と一緒に考えていければと思います。

教育実習生（卒業生）が奮闘中です！ 【9/30 ～ 10/25 まで 新田鈴音先生（大学３年）】
につたりおん

９／３０（月）～１０／２５（金）までの４週間、

本校の卒業生である新田先生が教育実習を行っています。

３学年１組に拠点を置きながら、子ども達

とともに、学習や様々な教育活動を通して、

将来の夢に向かって奮闘中です。子ども達は

新たな先生が加わったことで大喜び。残り期

間も３週間を切りましたが、よろしくお願い

いたします。
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学校に一輪車１台寄贈いただきました

１０月３日（木）、学区内に居住の村上様より、子ども達に使って欲しい

との思いで、一輪車を１台寄贈いただきました。思いがけないお申し出では

ありましたが、子ども達のために活用させていただきたいと思います。

地域の方の温かいお心遣いに感謝申し上げます。ありがとうございました。

□□今後の行事予定（10~11 月）□□

□１０月９日（水）～１０日（木）

･･･宿泊活動【５年】いわき海浜自然の家にて･･･他学年は【弁当持参】となります

□１０月１２日（土）･･･第７２回福島県 PTA 研究大会（郡山・田村大会）

□１０月１３日（日）･･･小学生選抜大会（陸上）【６年代表選手出場】

□１０月１８日（金）･･･初任研実施校訪問（市教委より指導主事が来校します）

□１０月２２日（火）･･･小教研（教職員の研修会のため児童は午前中に下校となります）

□１０月２３日（水）～･･･持久走記録会（11 月末）に向け、業間運動が始まります

□１０月２６日（土）･･･学習の成果発表会【弁当持参】

□１０月２８日（月）･･･繰替休業日

□１０月３０日（水）･･･幼小中合同避難訓練（玉川中へ避難）

□１１月 １日（金）･･･ふくしま教育週間（自由参観 9:15 ～ 12:00）
□１１月１０日（日）･･･小名浜三小学区スポーツイベント（予定）

□１１月１６日（土）･･･市 PTA 研究大会

□１１月２１日（木）･･･スチューデントシティ【５年】

□１１月２５日（月）～２９日（金）･･･持久走記録会

ご理解とご協力をお願いします！

□学校には様々な声が届きます。学校でできること・できないこと、学校がすべきこ

と・すべきではないこと（地域の問題）など内容は様々です。学校では子ども達の

健全育成に向け努力は継続して参りますが、そのためには、保護者や地域の方々の

学校教育に対するご理解とご協力が欠かせません。地域でも子ども達を見守り、育

てる応援が欠かせません。今後ともパートナーとしてよろしくお願いいたします。

□学校生活の中では、子ども達同士のトラブルも起こります。冷やかしや心ない言動、

見て見ぬふり、けんかなど様々です。学校では、嫌な思いをしている子ども達の声

に耳を傾け、時にはいじめ案件として日々解決に努めています。事実確認を丁寧に

行いながら、当事者達に何を反省すべきなのか考えさせ、今後どのような行動をし

ていけばよいのかを自ら見つけ出す学びの場として取り組んでいます。誰にでも失

敗や過ちはあります。その経験を通して学び、行動変容のきっかけをつくっていく

のが大人の役割だと感じています。保護者の皆様にも、子育てや子ども達の人間関

係等でお悩みのある方はいらっしゃると思います。ぜひ、学校と一緒に考えていき

ませんか。子ども達に大人の決めつけを教えるのではなく、違う人同士が生活して

いく上での学びを一緒に対話していければと思います。ご相談等はいつでも学校へ。


